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第
一
回
字
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
ニ
―
六
教
室
講
演
「
経
済
学
の
学
び
方
」本
学
経
済
学
部
教
授
高
木
。
第
二
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
二
日
午
後
六
時
四
十
分
よ
り
場
所
天
六
学
舎
第
三
一
教
室
講
演
「
経
済
学
の
学
び
方
」
本
学
経
済
学
教
部
授
。
第
一
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
四
日
午
後
一
時
半
よ
り
場
所
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
景
気
後
退
期
広
告
費
に
つ
い
て
」
助
教
授
「
港
湾
労
働
の
特
殊
性
に
つ
い
て
」教
授
。
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
日
時
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
四
日
午
後
七
時
よ
り
場
所
天
六
学
舎
第
三
七
教
室
講
演
「
ア
メ
リ
カ
会
計
理
論
の
発
展
」
学
9
,
 
会
肖
息
•• 
‘
 ~,. 
柴
田
銀
次
郎
氏
酒
井
高
木
（
昭
和
三
八
年
度
）
文
雄
氏
秀
玄
氏
秀
玄
氏
。
第
二
回
セ
ミ
ナ
ー
日
時
昭
和
三
十
八
年
六
月
六
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
一
―
10四
教
室
講
演
「
経
済
発
展
と
貿
易
商
社
」
大
阪
市
立
商
工
経
済
研
究
所
秋
本
育
夫
氏
。
第
一
回
総
会
日
時
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
総
会
昭
和
三
十
七
年
事
業
報
告
及
び
会
計
報
告
昭
和
三
十
八
年
度
活
動
方
針
審
議
決
定
役
員
改
選
引
続
き
宮
下
・
保
田
先
生
歓
迎
会
及
び
広
田
・
高
堂
先
生
外
遊
歓
送
迎
会
を
開
催
。
第
四
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
五
月
十
六
日
午
後
六
時
四
十
分
よ
り
場
所
天
六
学
舎
第
三
一
教
室
講
演
「
関
西
産
業
の
現
在
と
将
来
」
大
阪
商
工
会
議
所
識
査
課
長
中
谷
利
兵
衛
氏
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
。
第
三
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
阻
三
十
八
年
四
月
二
十
六
日
午
後
一
時
半
場
所
第
三
学
舎
第
三
0
四
教
室
講
演
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
営
学
の
動
向
」
京
都
大
学
助
教
授
降
旗
加
膝
武
彦
氏
盛
弘
氏
教
。
第
五
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
四
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
ニ
―
七
教
室
講
演
「
貿
易
の
自
由
化
と
日
本
経
済
」
神
戸
大
学
教
授
藤
井
。
第
六
回
学
術
講
演
会
（
商
学
部
自
治
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
五
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
三
0
四
教
室
講
演
「
滞
独
雑
感
」
本
学
商
学
部
教
授
広
F
E
I
。
第
七
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
六
日
午
後
六
時
四
十
分
よ
り
場
所
天
六
学
舎
第
三
七
教
室
講
演
「
経
営
の
こ
と
・
人
生
の
こ
と
」
昭
和
貿
易
株
式
会
社
社
長
「
リ
ベ
ー
ト
に
関
す
る
問
題
」
授
末
野
高
尾
明
氏
司
朗
氏
茂
氏
忠
男
氏
。
第
二
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
十
八
年
六
月
十
九
日
午
後
一
時
半
よ
り
場
所
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
土
地
改
革
の
経
済
的
基
礎
」
専
任
講
師
木
田
和
男
氏
教
授
今
西
庄
次
郎
氏
助
手
保
田
芳
昭
氏
。
第
三
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
十
八
年
十
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
場
所
第
一
会
議
室
｀
研
究
報
告
「
E
E
C
の
租
税
問
題
」
引
続
き
山
上
先
生
送
別
会
を
開
催
。
第
四
回
研
究
報
告
会
日
時
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
四
日
午
後
一
時
半
よ
り
場
所
第
二
会
議
室
研
究
報
告
「
M
a
r
k
e
t
i
n
g
M
a
n
a
g
e
r
i
a
l
に
つ
い
て
」
「
投
資
信
託
と
大
衆
資
本
主
義
」
。
第
八
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
八
日
午
後
二
時
四
十
分
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
三
0
三
教
室
講
演
「
福
祉
国
家
の
哩
念
と
そ
の
経
済
学
」
京
都
大
学
教
授
青
山
秀
夫
氏
。
第
九
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
八
日
午
後
六
時
四
十
分
よ
り
場
所
天
六
学
舎
第
三
一
教
室
教
授
広
田
司
朗
氏
「
福
祉
国
家
の
狸
念
と
そ
の
経
済
学
」
．
京
都
大
学
教
授
。
第
十
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
二
十
九
日
午
前
十
時
半
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
三
0
四
教
室
講
演
「
貨
幣
価
値
変
動
会
計
発
展
史
上
に
お
け
る
意
義
」
一
橋
大
学
教
授
片
野
一
郎
氏
。
第
十
一
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
三
日
午
後
一
時
十
分
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
ニ
―
五
教
室
講
演「
管
理
者
は
労
働
問
題
に
つ
い
て
如
何
に
対
処
す
べ
き
か
」
住
友
化
学
工
業
株
式
会
社
取
締
役
岩
井
定
雄
氏
。
第
二
回
総
会
日
時
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
六
日
午
後
四
時
よ
り
場
所
本
む
さ
し
会
館
総
会
商
学
会
の
運
営
に
つ
い
て
。
第
十
二
回
学
術
講
演
会
（
経
済
学
会
と
共
催
）
日
時
昭
和
三
十
九
年
一
月
十
六
日
午
後
一
時
十
分
よ
り
場
所
第
三
学
舎
第
三
0
二
教
室
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講
演
青
山
秀
夫
氏
第
四
条
第
三
条
第
二
条
評
議
員
会
に
お
い
て
適
当
と
認
め
た
も
の
本
会
は
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
学
術
の
研
究
及
び
こ
れ
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
会
は
次
の
事
業
を
行
う
。
一
、
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
の
発
行
二
、
研
究
会
及
び
講
演
会
の
随
時
開
催
三
、
そ
の
他
遥
当
と
認
め
た
事
業
本
会
は
次
の
も
の
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
一
、
正
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
、
助
手
i
前
号
以
外
の
関
西
大
学
の
教
育
職
員
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
お
い
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
二
、
学
生
会
員
L
関
西
大
学
商
学
部
の
学
生
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
て
い
る
関
西
大
学
大
学
院
学
生
五
三
、
普
通
会
員
商
学
並
び
に
経
済
学
に
関
す
る
課
程
を
お
さ
め
た
関
西
大
学
各
学
部
の
卒
業
生
で
あ
っ
て
、
評
議
員
会
に
よ
っ
て
入
会
を
認
め
ら
れ
た
も
の
四
、
賛
助
会
員
2. 
第
一
条
本
会
は
関
西
大
学
鹿
学
会
と
称
す
る
。
関
西
大
学
商
学
会
規
則
（
全
文
）
附
則
「
商
学
論
集
」
の
発
行
は
当
分
年
六
回
と
す
る
。
第
十
四
条
本
会
則
の
改
正
変
更
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
る
。
「
特
輯
号
」
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
第
十
二
条
鋲
十
三
条
第
十
一
条
本
会
の
運
営
は
全
員
の
会
戦
及
び
寄
附
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。
四
、
賛
助
会
員
年
額
第
十
条
第
九
条
第
八
条
第
七
条
第
六
条
本
会
に
評
議
員
を
お
き
、
本
会
の
運
営
は
評
議
員
会
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
う
。
評
議
員
会
は
関
西
大
学
商
学
部
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。
本
会
に
は
次
の
役
員
を
お
く
。
一
、
会
二
、
常
任
委
員
、
評
議
員
中
よ
り
若
干
名
を
互
送
す
る
役
員
の
任
期
を
す
べ
て
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。
本
会
に
顧
問
を
お
く
こ
と
が
出
来
る
。
顧
問
は
評
議
員
会
に
お
い
て
推
薦
す
る
。
会
員
は
、
次
の
区
別
に
よ
り
会
費
を
納
め
る
こ
と
を
要
す
る
。
一
、
正
二
、
学
生
会
員
―
―
-
、
普
通
会
員
参
千
円
以
上
会
員
は
機
関
誌
「
関
西
大
学
商
学
論
築
」
の
配
布
を
受
け
、
そ
の
他
本
会
の
行
う
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
末
日
に
終
る
。
年
額
六
百
円
年
額
七
百
五
拾
円
会
員
年
額
千
五
百
円
長
商
学
部
長
を
お
す
第
五
条
本
会
の
事
務
所
は
関
西
大
学
商
学
部
内
に
お
く
。
六
